
議議l.~水と緑と花のまちさぎを;議議

市政だより

昭和54年 9月1日 比875

人口の動き

8月 1日 現 在 前月比

人 口 計 6 4.8 2 0 -85 
男 31. 2 O? -51 
女 33.6 1 3 -34 

世帯数 1 8.4 3 2 -15 
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史料館では、皆さんか らお貸ししていただきま した

風景、お祭りなど古い写真を展示していますが、多く

の参観者でにぎわっています。

展示写真は、 新旧写真約 100点です。

.展示期間 9月30日まで ・入場料 無料

一史料館で特別展- -休舘日 月曜日、 祭日、火曜日の午前中
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/在、書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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老

人

福

祉

運

開

戸5

長

寿

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」

で
す
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週

間
は
「
老
人
福
祉
週
間
」
で
す
。

お
年
寄
り
は
、
こ
れ
ま
で
永
年

に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
こ

※ 

を

祝

敬

老

金

な

いつまでもお元気で

ら
れ
ま
し
た
。
長
寿
を
心
か
ら
お

祝
い
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
今

日
ま
で
っ
ち
か
っ
て
き
た
知
識
と

経
験
を
社
会
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
こ

と
が
、
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
に

な
る
と
同
時
に
、
世
代
を
越
え
た

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

1
ジ
ョ
シ
の

場
に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。老

人
に
生
き
が
い
の
あ
る
社
会

を
共
に
築
い
て
い
き
た
い
も
の
で

す。
刊
歳
以
上
の
人
に

長
寿
を
祝
い
敬
老
金

長
寿
を
祝
福
し
敬
老
の
意
を
表

す
る
た
め
敬
老
金
を
贈
呈
し
ま
す

対
象
者
九
月
十
五
日
現
在
、
本

市
に
一
年
以
上
居
住
し
て
い
る

戸1

U 、
戸」

目白
仁E
三丘

七
十
歳
以
上
の
人

金
額

。
七
十

t
七
十
四
歳
五
千
円

。
七
十
五

t
七
十
九
歳
八
千
円

。
八
十

t
八
十
四
歳
一
万
円

。
八
十
五

t
八
十
九
歳
一
万
二

千
円

。
九
十
歳
以
上
一
万
五
千
円

※
な
お
、
七
十
七

t
八
十
七
歳
の

人
に
六
千
円
、
八
十
八
歳
以
上

の
人
に
八
千
円
、
県
の
敬
老
祝

金
も
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

贈
呈
日
時
九
月
十
九
日

l
二
十

一
日
の
間
で
、
該
当
者
に
は
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ

の
通
知
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
指

定
の
日
時
・
場
所
で
お
受
け
と

り
下
さ
い

ね
た
き
り
の
老
人
に

見

舞

金

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

ね
た
き
り
の
老
人
に
見
舞
金
を

差
し
上
げ
ま
す
。
(
八
月
一
日
号

市
政
だ
よ
り
で
詳
報
)

対
象
九
月
十
五
日
現
在
、
六
十

五
歳
以
上
の
人
で
、
本
市
に
一

年
以
上
居
住
し
六
カ
月
以
上
ね

た
き
り
の
人一

万
八
千
円

見
舞
金
額

U
・

3
一土
E
真
と
記
念
…

品
を
贈
呈

ω歳
に
な
ら
れ
た
人

，
-
己
主

Z

昨
年
九
月
十
六
日

t
本
年
九
月

十
五
日
ま
で
の
聞
に
九
十
歳
に
な

ら
れ
た
人
に
記
念
写
真
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

一
金
婚
式
該
当
者
に

記
念
品
を
贈
呈
一

本
市
に
一
年
以
上
居
住
し
、
九

月
十
五
日
現
在
で
婚
姻
し
た
日
か

ら
満
五
十
年
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦

(
八
月
十
五
日
号
市
政
だ
よ
り
で

詳
報
)
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

記
念
品
の
贈
呈
に
つ
い
て
は
後

日
該
当
者
に
通
知
し
ま
す
。

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

行

事

-
老
人
作
品
展
を
開
催

七
月
一
日
号
市
政
だ
よ
り
で
募

集
し
た
創
作
品
(
手
芸
品
、
工
芸

品
、
書
、
画
、
盆
栽
な
ど
)
を
展

示
し
ま
す
。

会期
場間

九
月
十
三
日

t
十
七
日

福
祉
セ
ン
タ
ー

-
入
浴
料
の
特
別
奉
仕

公
衆
浴
場
組
合
で
は
、
入
浴
料

の
無
料
奉
仕
を
行
い
ま
す
。

入
浴
の
際
、
老
人
保
健
手
帳
を

提
示
し
て
下
さ
い
。

対
象

七
十
歳
以
上
の
人

九
月
十
五
日

t
二
十
一
日

ま
で
(
一
人
一
回
)

期
間

-
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
さ
く
ら
荘
)
を

無
料
開
放

対
象
市
内
居
住
者
で
六
十
歳
以

上
の
人

期
間
九
月
十
四
日

l
十
六
日

※
期
間
中
に
は
市
長
講
話
、
敬
老

演
芸
会
な
ど
が
催
さ
れ
ま
す
。 の

..:! ~! ~!!!!!! ~!!! ~~ ーーー..............-・

案

内

-
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ

ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
特
別
奉
仕

錨
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
で
は

敬
老
の
日
を
記
念
し
て
、
特
別
割

引
料
金
で
施
術
奉
仕
を
行
い
ま
す

施
術
希
望
者
に
は
割
引
証
を
交

付
し
ま
す
の
で
福
祉
課
福
祉
係
へ

申
し
出
て
下
さ
い
。

奉
仕
日
九
月
十
六
日
へ
日
)

場
所
市
内
各
施
術
所

料

金

七

十

t
七
十
九
歳
半
額

八
十
歳
以
上
無
料

申
出
期
限
九
月
十
日
ま
で

※
詳
し
く
は
福
祉
課
福
祉
係
へ

-
市
老
人ス

ポ
ー
ツ
大
会

場日
所時

九
月
二
十
八
日

市
営
陸
上
競
技
場

-
県
老
人ス

ポ
ー
ツ
大
会

場日
所時

十
月
二
十
六
日

諌
早
市
県
営
陸
上
競
技
場

老
人
福
祉
に
つ
い
て
の

お
た
ず
ね
は
、
福
祉
課

へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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』

f 福祉セン

¥.-----別館の

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

ンタ

今
年
一
月
に
開
館
し
た
当
セ
ン

タ
ー
は
、
一
階
が
心
身
障
害
者
セ

ン
タ
ー
と
な
っ
て
お
り
機
能
回
復

訓
練
室
、
点
字
図
書
室
、

保
育
室

浴
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

二
階
は
、
従
来
の
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
新
た
に
図
書
室
、
静
養

室
、
大
広
間
な
ど
が
増
設
さ
れ
ま

階 に 身 障 者 セ

し
た
。三

階
屋
上
は
、

、グ
リ
ー

ン
の
人

工
芝
を
張
り
ゲ

l
ト
ボ
ー
ル
場
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。

従
来
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
併
せ

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
乙
の
建
物
の
建
設
費
の

一
部
は
厚
生
年
金
保
険
、

国
民
年

特
別
弔
慰
金
の

金
積
立
金
か
ら
融
資
を
う
け
て
建

設
し
た
も
の
で
す
。

請
求
を
受
付
け
ま
す

戦
没
者
の
遺
族
で
公
務
扶
助
料

遺
族
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
た

が
、
昭
和
五
十
年
四
月

一
日

l
五

十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞

に
受
給
権
を
失
く
し
、
受
給
す
る

人
が
全
く
い
な
く
な
っ
た
遺
族
と

一一戸
川
を
つ
く
ろ
う

1
万

2
干
匹
放
流

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
で
は
、

大
上
戸
川
周
辺
の
町
内
会
と
協
力

し
て
、

錦
鯉
を
放
流
し
ま
し
た
。

市
内
を
流
れ
る
河
川
を
魚
が
住

め
る
、
美
し
い
環
境
に
し、

豊
か

な
自
然
を
つ
く
る
た
め
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

元
陸
海
軍
部
内
の
判
任
官
な
ど
で

文
官
と
し
て
死
亡
し
た
乙
と
に
よ

り
、
そ
の
遺
族
が
公
務
扶
助
料
を

受
給
し
て
い
た
が
、
そ
の
人
が
死

亡
し
た
た
め
昭
和
五
十
四
年
三
月

三
十
一
日
に
お
い
て
受
給
権
を
失

く
し
た
遺
族
に
対
し
、
六
年
償
還

の
国
庫
債
券

(額
面
十
二
万
円〉

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
者
は
、
福
祉
課
社
会
係
で

申
請
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

y -./'可

4~ ， . .~・蝿

己L二瓦〕
秋
の
全
国

交
通
安
全
運

動
が
九
月
二

十
一
日

t
三

十
日
ま
で
の

十
日
間
実
施

さ
れ
ま
す
が

乙
の
運
動
の

一
環
と
し
て

程日4
一品習講者転運

ぜ
ひ
受
講
し
て
下
さ
い
。

運
転
者
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

※
昭
和
五
十
一
年
秋
の
講
習
会
以

降
連
続
し
て
六
回
受
講
さ
れ
た

人
に
は
組
品
を
差
し
上
げ
ま
す

い。 の
で
会
員
証
を
持
参
し
て
下
さ

測

量

に

帳

を

作

成
ご

協

力

を

|

|

|

支部名| 会 場 |月日 |時 間

萱瀬 萱瀬 小体育館 9/10 19: 30-21: 30 

鈴田 鈴田小体育 館 9/11 〆ノ

三浦 三浦出張所 9/12 ノノ

福 重 福重 小体 育館 9/13 H 

松 原 松原小体 育 館 9/14 H 

竹 松 竹松小体育館 9/17 ノノ

中央 市民会館ホーノレ 9/18 11 

西大村 /〆 9/19 λγ 

一 般 ，ペソ 9/20 13:30'"""'15:30 

道

路
~、

口

市
は
今
年
度
か
ら
三
年
計
画
で

道
路
台
帳
の
作
成
を
始
め
ま
す
。

作
成
に
あ
た
っ

て
道
路
を
測
量

※市民会館会場は車が混雑しますので、なるべく

乗り合せるなどして受講されるようど協力をお

願いします。

す
る
た
め
宅
地
な
ど
に
立
ち
入
り

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

す
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
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9月10日は全国下水道促進デー

生
活
環
境
を

改
善
す
る
下
水
道

人
口
が
増
え
、

工
場
や
住
宅
が
多

く
な
っ
て
く
る
と

一
番
の
問
題
は
家

庭
か
ら
の
汚
水
や

工
場
排
水
の
処
理

で
す
。皆

さ
ん
の
家
の

近
く
で
も
、
家
庭

や
工
場
か
ら
出
さ

れ
る
汚
水
で
川
は

汚
れ
て
い
ま
せ
ん

か
?ま

た
、
道
路
の

側
溝
に
水
が
た
ま

一

図

書

館

振

興

の

た

め

に

寄

付

一

一

皆

同

郷

の

松

本

テ

フ

さ

ん

一

一

皆
同
郷
の
松
本
テ

7
8
ん
は

市
立
図
書
館
で
は
、
こ
の
尊

一

一
亡
夫
で
元
市
長
・
松
本
寅

一
さ

い
趣
旨
を
十
分
に
生
か
し、

松

一

一
ん
の
忌
明
け
に
際
し
、
そ
の
ど

本
記
念
文
庫
と
し
て
青
少
年
教

一

一
遺
志
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
図
育
と
読
書
活
動
振
興
に
役
立
て
一

一
書
館
教
育
振
興
の
た
め
に
と

百

る

予

定

で

す

。

一

一
万
円
寄
付

さ

れ

ま

し

た

。

一

※ 

9
月
は
国
民
健
康
保
険
税

っ
て
悪
臭
を
放
っ
た
り
、
カ
や
ハ

エ
が
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
か
?

川
が
汚
れ
町
が
不
潔
な
状
態
に

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
け
っ
し
て

書

快
適
な
生
活
環
境
と
は
い
え
ま
せ

ん
こ
の
ま
ま
の
状
態
を
放
置
し
て

お
く
と
生
活
環
境
が
悪
く
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
人
々
の
心
ま
で
む

し
ば
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
環
境
を
ま
も
り

明
る
く
健
康
的
な
生
活
づ
く
り
と

町
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
家
庭
汚

水
・
工
場
排
水
を
集
め
て
処
理
し

雨
水
を
完
全
に
排
除
す
る
下
水
道

(
第
二
期
分
)

の
建
設
を
一
日
も
早
く
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

…
下
水
道
計
画

そ
乙
で
、
本
市
で

は
昭
和
四
十
九
年
度

か
ら
下
水
道
事
業
を

進
め
て
お
り
、
今
年

で
六
年
目
を
迎
え
て

い
ま
す
。

現
在
、
進
め
て
い

る
下
水
道
事
業
は
、

昭
和
七
十
五
年
を
目

標
に
し
て
都
市
計
画

用
途
地
域
内
の
約
千

九
百
七
十
六
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
対
象
に
、

計

画
処
理
人
口
を
八
万

六
千
人
と
し
て
い
ま
す
。

総
事
業
費
は
、
約
三
百
六
十
億

円
で
、
工
事
は
全
体
を
四
期
に
分

け
て
行
い
、
そ
の
第
一
期
工
事
は

四
十
九
年
か
ら
六
十
年
ま
で
の
十

二
年
計
画
で
、
七
百
六
十
三

ヘ
ク

タ
ー
ル
(
五
十
六
年
度
一
部
供
用

開
始
を
目
標
)
を
予
定
し
、
概
算

事
業
費
は
二
百
十
億
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
残
り
の
地
区

は
順
次
計
画
を
拡
げ
て
い
く
考
え

で
す
。

完成まじかの浄水管理センター管理棟

の
納
期
月
で
す

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う

昭
和
五
十
三
年
度
末
現
在
、
第

一
期
の
内
、
大
村
駅
周
辺
の
百
三

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
処
理
場
も
全
体
の
約
二
十
パ

ー
セ
ン
ト
が
完
成
、
五
十
六
年
の

一
部
供
用
開
始
と
同
時
に
処
理
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

ポ
シ
プ
場

に
つ
い
て
も
本
年
度
か
ら
建
設
に

着
手
し
ま
す
。

…
下
水
道
事
業
の
財
源
…

し
か
し
、
下
水
道
を
建
設
す
る

に
は
多
額
の
資
金
が
必
要
で
す
。

乙
の
よ
う
な
大
き
な
費
用
は
、

と
て
も
市
の
予
算
だ
け
で
は
賄
い

き
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
日
も
早

く
下
水
道
を
整
備
す
る
た
め
に
は

国
か
ら
も
補
助
金
や
起
債

(
市
が

国
な
ど
か
ら
借
り
る
資
金
)
の
援

助
を
受
け
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
力
と
受
益
者
負
担
金
、
市
費

な
ど
を
総
合
し
て
下
水
道
の
建
設

に
充
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。工

事
中
大
変
ど
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

検

察

審

査

会

を

と

存

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
人
名
簿

を
も
と
に
、
広
く
国
民
の
中
か
ら

「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
検
察
審
査

員
が、

国
民
を
代
表
し
て
検
察
官

の
仕
事
の
や
り
方
を
審
査
し
、
国

民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
の
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。

「
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
犯
罪

の
被
害
に
あ
っ
て
、
警
察
や
検
察

庁
に
訴
え
た
の
に
検
察
官
が
起
訴

じ

で

す

か

し
て
く
れ
な
い
。
」
乙
ん
な
不
服

を
お
持
ち
の
方
は
検
察
審
査
会
に

審
査
の
申
立
て
を
す
る
乙
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
長
崎
検
察
審
査
会

事
務
局

(長
崎
市
万
才
町
九

l
二

六
長
崎
地
方
裁
判
所
内
)
に
お
気

軽
に
ど
相
談
下
さ
い
。

申
し
立
て
を
す
る
の
は
無
料
で

す
し
、
日
世
密
は
か
た
く
守
ら
れ
ま

す。
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※
 
9
月
の
耳
と
言
葉
の
相
談
室
は

b
休
み
し
ま
す

一
お

し

ら

せ

ペ

「

ヶ
グ

一

¥ミ
K
M可
/
列
ノ

¥
l
lノ
/

恥

「
戸
開
問
字
づ
かr

-

兵
ベ
調
パ
h
ヌソ
~
u
v

一

i

l

川
U
H山山
w

一

注
射
と
検
診

-
1
歳

6
カ
月
児

健

康

診

査

乙
の
頃
は
、
赤
ち
ゃ
ん
時
代
を

卒
業
し
て
、
か
ら
だ
や
心
の
成
長

に
と
っ
て
大
切
な
時
期
で
す
。

対
象

昭
和
五
十
三
年
二
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
五
十
二
年

十
二
月

l
五
十
三
年
一
月
生
ま

-
行
政
相
談

.

(

毎

月

第

二

木

曜

日

)

一

日

時

九

月

十

三

日

午

前

九
時
三
十
分

t
正
午

登
記
相
談

れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け

て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し
て
下

さ
い

日
時

九
月
十
八
日
、
二
十
八
日

午
後

一
時
三
十
分

t
二
時
受
付

場
所

市
役
所
第
一

会
議
室

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

-
麻
し
ん
(
は
し
か
)

予

防

接

種

日
時
九
月
十
四
日

午

前

…

九
時
三
十
分

t
正

午

司

法

律

相

談

一

(毎
月
第
三
木
曜
日
)
一

日
時
九
月
二
十
日

午
前

…

九
時
三
十
分

t
午
後
三
時
一

l主主j
(
毎
月
第
二
金
曜
日
)

麻
し
ん
(
は
し
か
)
の
予
防
接

種
を
行
い
ま
す
の
で
該
当
者
は
も

れ
な
く
受
け
て
下
さ
い
。

接
種
方
法
個
人
接
種

(該
当
者

が
直
接
医
院
へ
行
っ
て
接
種
を

受
け
る
)

接
種
期
間

九
月
三
日

t
十
二
月

二
十
八
日

接
種
目
時

各
医
院
で
指
定
さ
れ

た
日
時
(
事
前
に
医
院
に
ご
相

談
下
さ
い
)

該

当

者

生
後
十
八
カ
月

t
三
十

六
カ
月
の
幼
児
が
対
象
で
す
が

満
六
歳
ま
で
の
幼
児
で
麻
し
ん

に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
人
及

び
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

人
は
受
け
ら
れ
ま
す

(
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人
に
限
る
)

接
種
料
金
無
料

接
種
医
院
原
医
院
、

上
田
医
院

寺
井
医
院
、
松
尾
医
院
、
近
藤

医
院
、
朝
長
医
院
、
沢
田
医
院

桝
本
医
院
‘
牧
山
医
院
、
長
崎

医
院
、
松
井
医
院
、
与
那
城
医

院
、
今
田
内
科
医
院
、
出
口
小

児
科
医
院
、
田
川
小
児
科
医
院

お
願
い

o
接
種
の
際
は
母
子
健

康
手
帳
を
ど
持
参
下
さ
い

。
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
る
と

前
後
約
一
カ
月
聞
は
他
の
予
防

接
種
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

各
医
院
に
ど
相
談
下
さ
い

※
詳
し
く
は
生
活
環
境
課

へ

-
婦
人
科
(
子
宮
ガ
ン

・
乳
ガ
ン
)
検
診

市
民
の
健
康
を
守
る
事
業
の
一

環
と
し
て
、
子
宮
ガ
ン

・
乳
ガ
ン

の
検
診
を
行
い
ま
す
。

ど
近
所
誘
い
合

っ
て
お
申
込
み
下

さ
い
。

対
象

三
十
歳
以
上
の
婦
人

料

金

無

料

実
施
期
間
九
月
下
旬

t
十
月
下

旬

(
詳
し
く
は
申
込
ま
れ
た
人

へ
連
絡
し
ま
す
)

申
込
方
法

九
月
十
四
日
ま
で
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
を
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
生

活
環
境
課
へ

来
た
だ
し
、
千
人
で
締
切
り
ま
す

の
で
ど
承
知
下
さ
い
。

ス
ポ

ツ

-
体
力
づ
く
り

夏
季
卓
球
大
会

日
時

九
月
九
日
(
日
)

午
前
十
時
試
合
開
始

市
民
体
育
館

〔
シ
ジ
グ
ル
ス
〕
中
学
男

種場
目所

-
女
、
高
校
男

・
女
、
一

般
男

・
女、

一
般
初
心
者
男

・
女

〔ダ
ブ
ル
ス
〕
高
校
男

・
女
、

一
般
男

・
女

参
加
費
〔
シ
ン
グ
ル
ス
)
中
学

二
百
円
、

高
校

・一

般
三
百
円

〔
ダ
ブ
ル
ス
〕

一
組
四
百
円

(当
日
会
場
で
)

申
込
締
切

九
月
七
日

申
込
先

教
育
委
員
会
体
育
課

主

催

大

村
卓
球
協
会

後
援

教
育
委
員
会

-
太
極
拳
学
習
会

太
極
拳
は
中
国
武
術
の

一
種
で

健
康
と
心
身
の
円
滑
な
結
び
着
き

を
学
び
ま
す
。

内
容

太
極
拳
の
型
の
練
習

日
時

毎
週
火

・
土
曜
日

(午
後

六
時

t
八
時
)

場
所

武
道
舘
二
階

会

費

五

百
円
〈
月
額
)

申
込
方
法
学
習
自
に
直
接
武
道

館
へ

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
体
育
課

へ
-
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
成
績

八
月
四
日
、
五
日
、
十
一
日
の

三
日
間
、
市
営
球
場
で
教
育
委
員

会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔小
学
生
の
部
〕

①
水
田
一
区
②

若
桜
③
本
町
、
桜
馬
場
第

一

〔中
学
生
の
部
〕
①
向
陽
寮
②
本

町
③
古
町
二
丁
目
、
乾
馬
場

-
|
優
秀
選
手

i
l

〔小
学
生
〕

松
永
英
二
(
殊
勲

賞

・
水
田

一
区
)
松
尾
恒

(
敢
斗

賞

・
若
桜
)
佐
藤
利
広
(
努
力
貰

.
植
松
三
丁
目
)

〔中
学
生
〕
山
中
勇
作

(殊
勲
賞

・
向
陽
寮
)
岩
永
英
治
(
敢
斗
賞

.
本
町
)

-
勤
労
青
少
年
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
成
績

八
月
八
日
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
と
商
工
会
議
所
の
共
催
で
、
三

十
チ
l
ム
(
百
五
十
人
)
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
大
村
野
上
A
②
共
立
ウ
l
ル
A

③
九
州
電
通

-
第

5
回
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
成
績

八
月
十
二
日
、

市
民
体
育
館
で

大
村
モ
デ
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

①
み
つ
ば
②
四
ツ
葉
③
植
松
、
古

町
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‘B'' 
no 

り

募

集 ，

-
昭
和
町
年
の
歌
会
始

の
お
題
と
一
詠
進
歌
の

読
進
要
領

お
題

『桜
』
花
木
の
桜
で
す

が
、
花
と
読
む
こ
と
は
ふ
さ
わ

し
く
あ
り
ま
せ
ん

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

。
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
、
未
発

表
の
も
の

。
用
紙
は
半
紙
、
毛
筆
で
自
書
し

て
下
さ
い

。
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め

毛
筆
で
自
書
す
る
ζ
と
が
で
き

な
い
場
合
は
代
筆
で
も
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
代
筆
の
理

由
を
書
い
た
別
紙
を
添
え
て
下

さ
い

盲
人
の
方
は
点
字
で
詠
進
し
て

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん

。
書
式
は
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し

聞
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌、

左
半
面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
(
本
名
、
ふ
り
が
な
っ
き
)

生
年
月
日
、
職
業
(
な
る
べ
く

具
体
的
に
)
を
書
い
て
下
さ
い

詠
進
期
間
九
月

一
日

t
十
月
十

一
日
(
当
日
消
印
有
効
)

送
付
先
〒
一

O
O
東
京
都
千

代
田
区
千
代
田
一
番
一
号
宮

内
庁
で
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
下
さ
い

※
詳
し
く
は
都
書
広
報
課
へ

-
大
村
青
年
演
劇
ク
ラ

ブ
「
放
虎
」
会
員

県
民
演
劇
祭
な
ど
上
演
の
た
め

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

音
楽

・
フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン
・
メ
ー

ク
ア
ッ
プ

・
美
術
に
興
味
を
お
持

ち
の
方
、
ま
た
、

初
心
者
も
歓
迎

し
ま
す
。

練
習
日
毎
週
火
曜
日

(
午
後
七

時
か
ら
)

場
所
中
地
区
公
民
館

連
絡
先
中
地
区
公
民
館
(
曾
③

ー
一
三
七
六
)

-

郵

政

職

員

九
州
郵
政
局
で
は
、
九
州
管
内

の
郵
便
局
に
勤
務
す
る
外
務
職
員

な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
九
月
一
日

t
十
日

(
当
日
消
印
有
効
)

採
用
予
定
人
員
約
二
百
人

試
験
日
・
試
験
地
な
ど

〔第

一
次
試
験
〕

十
月
七
日

長
崎
市
・
佐
世
保
市
な
ど

〔第
二
次
試
験
〕

十
一
月
上
旬

l
中
旬

※
詳
し
く
は
大
村
郵
便
局
へ

• 警

察

r:. 
届

受
付
期
間
九
月
五
日

t
二
十
日

受
験
資
格

昭
和
二
十
七
年
四
月

一一日

t
昭
和
三
十
七
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
(
た

一

こ

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

一

マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
)
一

V
安
部
ウ
メ
(
諌
早
市

・
亡
夫

~

三
万
六
千
七
百
九
十
九
円
を
大
一

一

一
香

典

返

し

…
敬

称

略

金

一

)

二

万
円

マ
宮
崎
か
ほ

一
-

般
寄

付

一
敬

称

略

村

子

供
の
家
へ

一

る

(

幸

町

・

亡

夫

謂

介

)

十

五

社

会

福

祉

事

業

費

へ

清

和

国

へ

一

-

社

会

福

祉

事

糞

費

へ

万

円

一

マ
富
永
嘉
月

(坂
口
町
)
金
一

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
(
鳥

一

一

マ
道
下
秀
行

(
桜
馬
場
一
丁
目

封

マ

玖

島
中
三
年
一
組
同
窓
越
好
乃
ほ
か
七
人
)
慰
問
と
乳

一

一
・

亡
父
倉
次
郎
)
五
万

円

マ

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

会
一
同
二
千
円

マ
パ

ー
ル

酸
菌
飲
料

一
箱

マ

大

村
青
年

一

一

三
島
恵

一
郎
(
東
彼
杵
郡
川
棚

マ
稲
崎
和
子

(
今
村
郷

・

亡

母

レ

l
ン
大
村
〈
代
表
者
・
長
岡
演
劇
ク
ラ
ブ
「
放
虎
」

(宮
路

一

一

町

・
亡
父
恵
吉
)
二
十
万
円

チ
ク
)
三
万
円
を
慈
恵
荘
へ

龍
由
)
八
万
円

清
正
ほ
か
五
人
)
演
劇
慰
問

-

だ
し
、
四
年
制
大
学
卒
ま
た
は

来
年
三
月
卒
業
見
込
の
人
を
除

く
)

第
一
次
試
験
十
月
二
十
八
日

受
験
場
所
県
立
女
子
短
期
大
学

(
長
崎
市
鳴
滝
町
)

※
詳
し
く
は
近
く
の
警
察
署
、
派

出
所
、
駐
在
所
へ

講

習

会

-
勤
労
青
少
年

教
養
講
座
(
後
期
)

勤
労
青
少
年
ホ

1
ム
で
は
、
十

月
か
ら
始
ま
る
勤
労
青
少
年
教
養

講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

人
員
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

早
自
に
規
定
の
用
紙
で
お
申
込
み

下
さ
い
。

期

間

十

月

t
来
年
三
月
ま
で
の

六
カ
月
間

(
毎
週
一

回
、
月
四

回
)

時
間

午
後
六
時

t
八
時
三
十
分

ま
で
(
各
講
座
に
よ
っ
て
多
少

異
な
り
ま
す
)

受
講
資
格

市
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
勤
労
青
少
年

種
目
・
曜
日

。
料
理
(
月
曜

・
木
曜
)

。
生
花

(火
曜

・
金
曜
)

。
茶
道

(木
曜
)

。
手
あ
み
(
火
曜
)

。
き
も
の
着
付
(
金
曜
)

。
社
交
ダ
ン

ス
(
月
曜
)

。
書
道

・
ペ
ン
習
字
(
水
曜
)

o

コ
ー
ラ
ス
(
水
曜
)

。
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
(
金
曜
)

受
講
料

無
料

(材
料
費
は
実
費

自
己
負
担
)

※
料
理
・
生
花
の
材
料
費
は
一
カ

月
二
千
円
で
、

そ
の
ほ
か
の
講

座
は
そ
の
つ
ど
決
め
ま
す

申
込
締
切

九
月
二
十
日

※
詳
し
く
は
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

(
曾
③
|
一
三
五
三
)
へ

も

よ

お

し

-
人
間
国
宝
・
高
橋
竹
山

津
軽
三
味
線
演
奏
会

日
時

九
月
二
十
七
日

午
後
六
時
三
十
分
間
演

場
所

市
民
会
館

主
催

大
村
音
楽
鑑
賞
会

※
詳
し
い
乙
と
は
大
村
音
楽
鑑
賞

会

(
曾
③

l
o
o
-一
)
ま
た

は
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

へ
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